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第
3
章

イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
た
戦
後
天
皇
制 

冨
永
　
望

は
じ
め
に

　
本
章
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
前
後
か
ら
、
日
本
占
領
期
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
天
皇
観
を
検
証
す
る
。
周
知
の
如
く
イ
ギ

リ
ス
は
君
主
制
の
下
で
議
会
政
治
を
発
展
さ
せ
た
代
表
的
な
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
。
日
本
が
ア
メ
リ
カ
占
領
下
で
民
主
化
を
進
め
て

い
た
時
期
に
、
イ
ギ
リ
ス
が
天
皇
制
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
民
主
主
義
の
形
を
考
え
る
上

で
、
今
日
的
に
も
意
味
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
史
料
と
し
て
用
い
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
日
本
関
連
文
書
（B

ritish F
oreign 

O
ffice Japan C

orrespondence

）
で
あ
る
。

　
さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
天
皇
観
に
つ
い
て
は
、
武
田
清
子
が
『
天
皇
観
の
相
剋）

1
（

』
の
一
章
を
割
い
て
い
る
。
当
初
は
天
皇
制
に
対
し
て

厳
し
い
目
を
向
け
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
が
、
日
本
の
敗
戦
が
迫
る
に
つ
れ
て
天
皇
制
存
置
論
に
傾
い
て
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
が
、
占
領
期
ま
で
は
論
じ
て
い
な
い
。
ま
た
、
波
多
野
勝
が
一
九
五
三
年
の
明
仁
皇
太
子
訪
英
を
丹
念
に
検
証
し
、
そ
の
中
で
イ
ギ

リ
ス
の
皇
室
に
対
す
る
姿
勢
に
言
及
し
て
い
る
が）

2
（

、
イ
ギ
リ
ス
の
関
心
が
高
ま
っ
た
の
が
講
和
後
と
し
て
い
る
点
は
首
肯
し
か
ね
る
。

そ
の
他
に
研
究
書
で
は
な
い
も
の
の
、
工
藤
美
代
子）

3
（

と
徳
本
栄
一
郎）

4
（

が
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
文
書
の
中
で
皇
室
に
言
及
し
た
も
の
を
紹
介
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し
て
お
り
、
本
章
の
問
題
関
心
と
一
部
重
な
る
が
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
な
扱
い
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
近
年
戦
後
天
皇
制
を
君
主
制
と
し
て
捉
え
直
す
研
究
が
、
筆
者
も
含
め
て
続
出
し
て
い
る
。
戦
後
天
皇
制
の
政
治
史
的
研
究

の
先
駆
者
は
渡
辺
治
で
あ
る
が
、
渡
辺
は
本
来
共
和
制
的
に
運
用
さ
れ
る
べ
き
日
本
国
憲
法
の
阻
害
要
因
と
し
て
、
昭
和
天
皇
の
存
在

を
否
定
的
に
評
価
し
た）

5
（

。
そ
れ
に
対
し
て
戦
後
天
皇
制
を
イ
ギ
リ
ス
型
の
君
主
制
に
近
づ
い
た
民
主
的
体
制
と
し
て
肯
定
的
に
評
価
し

た
の
が
ル
オ
フ
（K

. J. R
uoff

）
で
あ
る）

6
（

。
後
藤
致
人
は
日
本
国
憲
法
施
行
後
最
初
に
政
権
を
担
当
し
た
中
道
左
派
連
立
政
権
の
憲
法
運

用
を
象
徴
天
皇
制
路
線
、
後
を
受
け
た
保
守
政
権
の
憲
法
運
用
を
立
憲
君
主
制
路
線
と
位
置
づ
け
た）

7
（

。
小
川
賢
治
は
戦
後
天
皇
制
と
イ

ギ
リ
ス
君
主
制
の
憲
法
学
的
比
較
検
討
を
行
っ
て
お
り）

8
（

、
天
皇
制
を
め
ぐ
る
憲
法
運
用
の
実
態
に
研
究
者
の
関
心
が
集
ま
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
下
條
芳
明
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
君
主
制
と
比
較
し
な
が
ら
、
戦
後
天
皇
制
を
情
報
的
君
主
制
と
位
置
づ
け
て
積
極
的
に

評
価
す
る）

9
（

。
茶
谷
誠
一
は
榎
原
猛
の
分
類
に
準
拠
し
な
が
ら
、
象
徴
君
主
保
持
国
会
制
的
間
接
民
主
国
が
平
成
に
入
っ
て
成
立
し
た
と

し
て
い
る）

10
（

。

　
筆
者
は
議
会
主
義
的
君
主
制
志
向
と
共
和
制
志
向
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
象
徴
天
皇
制
が
定
着
し
た
と
す
る
立
場
で
あ
る
が）

11
（

、
筆
者

も
含
め
て
近
年
の
政
治
史
的
な
戦
後
天
皇
制
研
究
は
、
憲
法
運
用
に
着
目
す
る
傾
向
に
あ
る
。
戦
後
天
皇
制
が
大
日
本
帝
国
憲
法
（
以

下
、
明
治
憲
法
）
か
ら
日
本
国
憲
法
へ
の
変
革
を
そ
の
起
点
と
し
て
い
る
以
上
、
自
然
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。
憲
法
改
正
が
政
治
的
争

点
と
し
て
急
浮
上
し
て
い
る
今
日
、
民
主
主
義
国
家
の
代
表
格
と
も
い
え
る
イ
ギ
リ
ス
が
、
戦
後
天
皇
制
と
憲
法
運
用
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
我
々
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
で
き
る
。

一
　
イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
た
明
治
憲
法
体
制

⑴
　
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
日
本
観

　
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
お
け
る
戦
争
終
結
後
の
天
皇
制
の
処
遇
に
関
す
る
検
討
作
業
と
し
て
は
、
管
見
の
限
り
、
一
九
四
三
年
九
月
二

天皇制論集-3.indd　　［出力］ 2014年9月9日　午後4時11分A5判：版面165.75×112.5 mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL＋Century Light　13Q　行間10H　51W×20L

1520 10 5 1 1520 10 5 1

1

10

20

30

40

50
51

1

10

20

30

40

50
51


